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清竜中学校だより   ７月号 
夏季大会各部活動結果報告 ～各部、仲間と団結！熱戦を繰り広げました～ 

 

 

 

 

 

 

■陸上競技部      静岡県通信陸上西部大会 男子総合 5 位 

            県大会出場者 平野永遠 共通男子８００ｍ 第１位 ３年 1500m 第３位 

                         河合泰成 １年１５００ｍ 第２位 

加藤陽音 共通棒高跳び 第３位 片岡恢威 共通棒高跳び 第 10 位 

佐藤恵太 共通砲丸投げ 第３位 共通円盤投げ 第３位 

犬塚心唯 共通棒高跳び 第２位 土田愛翔 共通棒高跳び 第５位 

藤井珠寧 オープン棒高跳び 第５位 

全国大会出場者 平野永遠(男子共通 800m) 

■女子ソフトテニス部  浜松地区大会 団体戦優勝！ 

                    個人戦：町田さくら・鈴木愛央ペア 優勝、藤澤 陽奈子・日下部翼ペア 準優勝 

田口蒼葉 ・佐口玲奈ペア 第７位、大石 帆風・内山 柚那ペア 第１７位 

４ペアが県大会出場！ 

■男子ソフトテニス部  団体戦：団体５位 

個人戦：加々美悠朔・太田創介 第５位、外山煌汰・伊藤天 第１７位 

２ペアが県大会出場！ 

  ■水泳              長尾征之介：西部予選 自由形５０m ９位､１００m ５位 県大会出場 

■野球部            １回戦敗退 

■バスケットボール部  予選リーグ敗退 

■バレーボール部     予選リーグ敗退 

■卓球部            団体戦：予選リーグ敗退、個人戦：仲谷幸心 ３回戦敗退  

■吹奏楽部          ７月２９日（土）静岡県吹奏楽コンクール西部地区大会に参加予定 

７月７日（金）生徒会長選挙 

  第２０代生徒会長選挙が４人の立候補者で争われました。本年度

は、熱中症を配慮して、急遽リモートでの演説会に変更しました。立候

補者は急な変更にも対応し、自分のスローガンを実現するための具体

的な取組内容を堂々と演説していました。３年生の先輩が築いてくれた

清竜中学校をさらによくしようという思いが伝わってきました。生徒も演

説を真剣に聞き、投票していました。開票の結果、佐藤壮さんが新しい

生徒会長に選出されました。これから生徒全員一致団結し、新たな清

竜中学校の歴史を築いていきます。 

～校訓 「和をもって、賢く、逞しく」～ 



７月６日（木）情報モラル講座 

  中学生のスマートフォンを利用したトラブルが増加傾向にあります。また、夏休み

に個人のタブレット端末の持ち帰り、学習での活用をしていきます。そこで、夏休み

を迎える前に、スマートフォンやタブレット端末を安心・安全に利用できるよう、浜松

市青少年育成センターの方を講師に情報モラル講座を開きました。御家庭でも、

家族でスマートフォンやタブレット端末の活用方法について話し合ってみてください。 

７月２１日(金) １学期終業式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８・９月の行事予定 

８月３０日（水） ２学期始業式、防災訓練 

９月 ５日（火） ３年県学力診断調査、１・２年課題テスト 

   ２０日（水） 体育大会、持参弁当、杉の子の日 

２２日（金） 新人大会壮行会 

   ２５日（月） 読み聞かせ 

   ２６日（火） 貧血検査（１年生希望者）

   ２８日（木） 生徒総会 生徒会役員・学級委員任命式 

 

   

 

 

 

 

■□■□  「学校閉庁日」のお知らせ  ■□■□ 

本校では、教職員の心身をリフレッシュし健康維持を図るため、夏季休業期間に「学校閉庁日」を設けてお

ります。御理解・御協力くださいますようお願いいたします。 

学校閉庁日：令和５年８月１４日(月)～８月１６日(水) ３日間 

学校への問い合わせや相談等はこの期間外にお願いします。 

事故や災害等の緊急時は、浜松市教育委員会教育総務課（053-457-2401）まで 

防災訓練について 

今回の防災訓練は、さくら

連絡網による「伝達訓練」で

す。実際に迎えに来る必要は

ありません。アンケートにのみ

お答えください。 

■終業式式辞          浜松市立清竜中学校長 野中 崇 
フランスの哲学者パスカルは、「人間は考える葦（あし）である」という名言を残しました。葦というのは、水辺

に育つ弱く細い水草の植物のことで彼は、著書の中で「人間は自然の中では葦のように弱い存在である。しか
し、人間は、頭を使って考える事ができる。考える事こそ人間に与えられた偉大な力である」と述べています。考
える能力は、人間と動物の大きな差です。人間は考える事が出来、文明が栄え、発展し、現代社会につながって
います。職場や学校でもＤＸが導入され、皆さんも授業でＩＣＴ、タブレットを使うことに慣れてきたと思います。さ
らに技術革新が進み、チャットＧＰＴに代表される生成ＡＩ（人工知能）が世に出回るようになりました。将棋の藤
井聡太七冠は、ＡＩソフトで対局をし、実力をつけたのは、有名な話です。ＡＩは、学習面でも効果的な使用が期
待される反面、使い方によっては、生徒たちに考える力を停止させるものになりかねないと心配する声もありま
す。また、ＡＩで作った作文や画像をそのまま提出すると個人情報、著作権の問題が発生します。今後、教育委員
会と先生方で生徒の皆さんにとって正しい利用方法について協議していきます。正式な利用法ができるまで
は、生成ＡＩを利用しての夏休みの課題を行わないようにしてください。 

さて、２０年後には、今ある仕事の約半数以上が、ＡＩが人間の代わりとして働くと言われています。ＡＩに仕事
を奪われてしまいます。人間が開発したＡＩは、人間を超えてしまうのでしょうか。ＡＩが出来ないもの、ＡＩに負けな
いものとは、何でしょうか？ＡＩ時代に入ろうとしている今、私たちが身に付けなければならない力（スキル）とは、
何でしょうか。 

それは、「コミュニケーション力」 と 「創造力」 だと言われています。 
１つ目のコミュニケーション力は、相手の気持ちを考えたり、場の雰囲気を読んだり、互いに協力しながら仕

事する上で必要な伝達手段です。自分と相手の立場やＴＰＯという言葉にあるように時、場所、状況によって使
い分けなければいけません。また、心や感情を込めた話し方・言い回し、時には、ユーモアを入れ、会話を和ませ
たりするのは、ＡＩでは、出来ないことだと思います。 

２つ目の創造力は、創り出すことです。新しいものを発明する発想力です。AI は、データがなければ何も生み
出すことができません。しかし、人間は、様々な経験から発想やアイデアを生み出すことができます。創造力をつ
けるには、感性を磨くことです。他者との関わり・読書・映画・音楽など、さまざまな要素に触れ、感性が磨かれて
いきます。よくよく考えてみると、この２つの力は、私たちの学校生活で身に付けることが出来ます。仲間と協力し
て授業・行事・部活動に取り組むコミュニケーション力。様々なことに興味を持ち、触れて、感じて感性を磨く創
造力です。 

明日から３９日間の夏休みとなります。エアコンの効いた涼しい部屋でパソコンやスマホの画面を見るばかり
でなく、家族や友達とたくさん会話をしてください。そして、夏休みを利用し、普段は、忙しくて出来ないことに挑
戦をし、見て触れて感じて欲しいと思います。それでは、皆さん、有意義な３９日間にしてください。 
 


